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■ 研究の概要
　表面力測定を基盤とし摩擦融合研究を推進し、世界最
少量の超微量粘度計を開発し事業化するとともに、蓄電
池の電極界面膜の評価に基づく実用蓄電池の開発に貢
献するなど、当チームが有する世界トップのナノ界面評価技
術の応用を進めてきました。本プロジェクトでは、界面分子
エンジニアリングのための計測手法の高度化と、それに基
づく技術開発を実施し、製品の形での社会実装や、産業界
の技術課題解決に貢献します。

■ 研究の特色
　本プロジェクトでは、界面を含む技術課題の解決のため
に、世界トップのナノ界面評価技術を開発し、製品の形で
の社会実装や、産業界の技術課題解決に貢献します。様々
なナノ界面評価法を組み合わせ、実材料など巨視的な材
料界面の特性を分子レベルで解明することが特色で、従来
のナノスケール評価が実材料に届いていなかった状況を革
新することをめざしています。中心評価手段は表面力測定
で、当測定では直径数十ミクロンレベルのマクロ表面間の
相互作用をナノメートルの距離分解能で測定できることか
らマクロとナノをつなぐ有効な手法です。主な対象は、環
境・エネルギー課題の解決に重要な摩擦・潤滑現象並び

に材料、そして蓄電池などです。

■ 期待される成果・展開先
　具体的な研究課題と期待される成果は次のようです。
１．超微量粘度計の開発・応用：超微量レオメータなどの
技術開発、並びに応用分野の拡大 (バイオメディカル分
野など) により、広範な利用を生み出し、従来粘度測定
を諦めていた分野、想定していなかった分野での利用
を進め、測定法にイノベーションをもたらします。

２．氷-ゴム間の摩擦の研究：世界唯一の-20℃以下温度
で氷の測定ができる表面力･共振ずり測定装置を高度
化し、氷-ゴム間の摩擦を支配する様々な要素を系統
的に評価し、摩擦機構を解明します。共同研究による
MDシミュレーションと機械学習（慶應義塾大学）、マク
ロ摩擦の評価（リヨン大学)と合わせて、高性能冬タイヤ
の設計指針を提案し、企業と協力し、成果の冬タイヤへ
の実装を目指します。

３．界面評価技術に基づく電池の総合評価：企業の技術
課題を解決する新規アプローチを、界面評価技術を基
盤として用いて開発し、共同研究を通して蓄電池開発
に貢献します。

界面分子エンジニアリング
Molecular Interface Engineering
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■ 研究の概要
　本プロジェクトでは、金属粉末材料技術、粉末溶融凝固
および粉末焼結プロセスの基礎学理の確立、超急速凝固現
象と新規材料開発、造形プロセス開発、及び新規な金属積
層造形装置開発に関わる以下5項目を推進していきます。
１．月面で可能な金属積層造形技術。
２．高機能PREP金属粉末製造技術
３．TRAFAM「積層造形部品開発の効率化のための基盤技
術開発」事業推進

４．金属積層造形による世界初のマルチマテリアル製造お
よび新規装置開発

５．ハイブリッド熱源金属積層造形装置開発と新合金（超
高強度）材料の開発

■ 研究の特色
　月面にてロボットが自己造形可能な金属積層造形技術
を開発します。最終的には、月の表土であるレゴリスを用い
たロボット構造部材の金属積層造形技術の実用化を目指
します。月面の低重力・真空下において、十分な強度の部材
を造形する手法を開発し、自己修復・再生可能なロボット
の実現を目指します。
　他にも、世界に先駆けて、プラズマ回転電極法（Plasma 
Rotating Electrode Process;PREP）の高機能化を行うた
め、新規装置開発を実施し高機能PREP粉末の量産化技
術開発を行い、そのための装置開発を推進します。

　世界に先駆けた高精度なマルチマテリアル積層造形技
術を確立します。また、世界初となるハイブリッド熱源金属
積層造形装置開発を推進します。

■ 期待される成果・展開先
　将来的な月面環境利用のニーズに対応する金属積層造
形技術開発の世界的な先導研究となるものと期待できま
す。また月面環境での、高真空、低重力下においても機能す
る金属積層造形技術は、地上においても利用可能な新規
な高付加価値を生み出す金属積層造形技術としても応用
可能であり、金属積層造形技術の高度発展にも大きく貢
献するものと期待できます。
　各種の金属積層造形技術において現れる、金属粉体の
溶融凝固挙動が体系的に明らかとなることが期待できま
す。また、金属積層造形技術の基本となる高品質金属粉末
の新規な製造技術開発に関する研究開発の推進により、
実用上の問題となっている金属粉末の低コスト化にも飛
躍的な技術的発展をもたらすものと期待できる。
　本プロジェクトは、金属積層造形技術の総合的な研究
開発であり、金属積層造形技術を基本とする未来のデジタ
ル製造業を実現する上で重要な要素技術研究開発を推
進するものです。
　本プロジェクトの個々の研究成果を有機的に連携・統合さ
せることにより、世界の金属3Dプリンティング・積層造形技術
研究の一大研究拠点に相応しい研究プロジェクトとなります。

新規金属積層造形技術開発とそれを核とした
新材料・材料加工プロセスの創生
Development of new materials based on new metal additive 
manufacturing technology.

プロジェクト期間 令和5年4月1日～令和10年3月31日

本格型｜研究プロジェクト

計算熱流体解析によるメルトプール形成挙動電子ビームによる金属粉末の溶融池形成
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